
自然環境レポーター○通○信

写真のタイトル：すずめさん 

撮影場所：東立石               写真提供：高橋 雅子さん 



水辺のふるさとかかかつつつしししかかか 春号 
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編集担当のひとコト 

こんにちは。環境課自然環境係の齋藤です。 

今年度も残りわずかとなりました。暖かくなるにつれてだんだんと花粉が猛威を

振るってきました。何年か前からか目や鼻がかゆくなりつつも、花粉症ではないと

自己暗示をかけてきましたが、さすがに無謀だと感じ受け入れることにしました。

最近はマスクが手放せません。春の晴れた日が好きで気分が清々しくなるものの、

スギやブタクサが嬉々として花粉を振り撒いていると思うと冷や汗が出てきそう

です・・・。 

今回の水辺のふるさとですが、記録自体が冬であるため５５種の調査報告が若干

少なめとなっています。季節的に厳しいものですが、自由レポートや季節の写真集

などで日々の移り変わりをたくさん教えていただきました。これから暖かくなるに

つれてレポートが増えてくれたらと思います。６月の環境・緑化フェア、７月の研

修会（予定）なども控えておりますので、来年度もよろしくお願いいたします。 

斉藤
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【調査区２】 計８種 

〈鳥類〉コガモ・ツグミ・コサギ・シジュウ

カラ 

〈昆虫〉 

〈植物〉シロツメクサ・オオバコ・ジュズダ

マ・ススキ 

【調査区５】 計８種 

〈鳥類〉コガモ・ツグミ・ウグイス・コサギ・

カワセミ・コゲラ・シジュウカラ 

〈昆虫〉 

〈植物〉 

〈クモ類〉ジョロウグモ 

【調査区４】 計２種 

〈鳥類〉ツグミ 

〈昆虫〉 

〈植物〉スギナ 

〈クモ類〉 

【調査区３】 計９種 

〈鳥類〉ツグミ・コサギ・シジュウカラ 

〈昆虫〉アカメガシワ・スズメノエンドウ・イ

モカタバミ

〈植物〉スギナ・イモカタバミ

〈爬虫類〉ミシシッピアカミミガメ

赤字は外来種だよ 

【調査区１】 計３種 

〈鳥類〉コサギ・カワセミ 

〈昆虫〉 

〈植物〉ススキ 
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上記の写真は、12/1 に石鍋壽一さんが荒川河川敷で撮影された

ものです。オオタカが撮影されています。越冬目的でたまたま

飾に寄ったのでしょうか・・・。 

レポーターが見つけた 
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氏名
鷲田 秀和

町名
新小岩

調査区
1 

タイトル『越冬ベッド』 

「荒川河川敷。 

この時期、鳥以外、目ぼしい生き物との出会いはナカナカありません。 

痕跡でもいいので、何かないかなァと、ヨシ原を歩きます。 

ふと見ると、あるものが私の観察レーダー(^0^;に引っかかりました。 

沼沿いに連なるヨシのうち、たったひとつだけ、穂先が妙に膨らんでいるの

です。 

はじめは、昆虫が冬を乗り切るためにつくった越冬カプセルのたぐいかと思

いましたが、どうも違います。 

近づいてたぐり寄せてみると、鳥の巣のように丸まっています。 

広げると、写真のとおり。 

ヨシの穂を、白い毛（のようなもの）で接着剤のように使って固めています。 

厚い玉状になっているので、防寒としてはとても機能的で、この中に入って

いたらさぞ暖かそうです。 

この玉、よくよく気をつけて探してみると、ヨシ原のあちこちにありました。 

後で玉の正体を調べてみましたが、ドンピシャの解答は見つかりませんでし

た。 

かろうじて、カヤネズミの巣がこれに近いものと分かりました。 

しかし、こんな不安定で高い場所に作るのかどうか…(;^ ^A)」
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氏名
鷲田 秀和

町名
新小岩

調査区
1 

タイトル『子孫を残せる環境』 

「冬の風物詩(‾ω‾;)、カマキリの卵嚢です。 

カマキリの卵は草木の高い 

位置に産みつけられている 

イメージですが、これは自 

分のふくらはぎ位の高さの 

場所にいくつも見られまし 

た。 

卵嚢の大きさや形からして、コカマキリではないかと推察します。 

形状は、一見、木のつぼみや枝の膨らみ程度にしか見えません。 

これも、外的から子孫を守るための知恵なのでしょうか。 

いろいろ歩きまわって、定番のオオカマキリのそれも見つけました。 

こちらは目に止まりやすいですね。 

はてさて… 

昨年の秋に、葛飾あらかわ水辺公園でこんなものを見つけました。 

定期的に行政が一帯の草木を 

刈り取るのですが、その過程 

でこうなってしまったようで 

す。 

公園利用者のために、という 

のが除草の目的かと思います 

が、ここは生き物たちのふるさとでもあり、つい考えてしまいます。」 
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猪年の正月         調査区１  弥生さくら草

  私は猪生まれである。もしかしたら次のこの年には元気でいる

かわからない…。厳しい寒さの中で正月は明けた。数年来地球温暖

化が叫ばれているが、どうしたことか、近頃は気温ばかりでなく国

際的にも国内でも冷えた話題であふれている。これらは季節が進ん

で暖かくなってもそう簡単には緩むことはないだろう……。

 今年は昨年末から雨がさっぱり降らない。今までは夏の問題だと

思われていた水不足が報道されている。水源地は干上がっていてカ

ラカラだという。それゆえ加湿に気を遣う。15 日が過ぎて神棚から

下ろしたお供え餅を細かく切ると瞬く間に乾燥し、生椎茸は乾燥椎

茸になった。鉢植えの花々も乾燥気味で水遣りは欠かせない、寒さ

と乾燥でチリチリしている。地植えの木々にも水を与えている。彼

等にも受難の年であるから･･････。

 昨年の彼岸頃に植えたチューリップの球根が小さな芽を出した。

満開の桜と共に鮮やかに咲く可憐なこの花を最初に画用紙に描いた

のは一年生になった時だった。花が笑っているようで描きやすくて、

印象的だった。寒い中にも暦は進む。まもなく節分、翌日は立春で

ある。無難で好い猪年でありますように心から願っています。
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 サンシュの咲くころ     調査区１    弥生さくら草

暖冬と言われ続けながら、今年は寒い日が続いている。

如月は更に着る月である。去年の夏は鰻上りの暑さが連日だった。その時は冬

の方が良かったと思ったけれど、今は夏の日々が慕わしい。このように

勝手なことを繰り返し思いながら永い年月を過ごして今日まで来てしまった。

そうこうしているうちに日がだんだん伸びて柔らかくなっている。

空を見上げて弥生の空は見渡す限り‥桜、桜。花盛り（歌の文句）の光景を思

い浮かべている。それらも、もうすぐである。

街の中に白梅、紅梅と咲いているのに出会う。一本の木で紅白に咲き分けて

いる。その不思議な現象に見惚れる。梅と桃、桜どれも美しいが比べると桜の

華やかさに軍配が上がると私は思う。好みの問題もあるでしょう･･･。典雅な梅

や、可愛い姿の桃は味わいあがる。けれども艶やかで凄艶な桜の美しさに酔い

しれるひとときは何にも勝る。今年も健康で何とか観られそう。

サンシュは春に先駆けて咲く花です。黄色の鶏の鶏冠のようでユニークな姿

ですがかわいらしい。サンシュを五木の子守歌の中で歌われているのを聞いた

時、どんな花かと興味をもっていた。そうしてこの花を現実に見た時は想像と

違った。更に可愛かった。この花を見ると寒い日ももう少しの辛抱と自身に呟

くのです。

もう水も冷たくなくて、毎日の水遣いもそれほど苦にならなくなっている。
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12月 25日 水元 3丁目       アキノゲシ            セリ

サザンカ

1月 5日

水元公園 カモメ      カイツブリ                 スイセン

2月１日 水元 3丁目 ウメ   フキノトウ           水に落ちたカエデ 
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2月 5日

 水元 3丁目  コウバイ        ハクバイ

スノードロップ

                        タンポポ

2月 9日 水元自宅庭のセージの雪

平成 30年の年が忙しく明け、平成 31年の新春を迎

えました。平成最後の春です。

 春は、もの皆躍動する季節です。新春はその季節へ

の移行を予告する、言わば「春満載への季節準備」と

いうような季節です。

 思いのほかの寒さに震えることもありましたが、ま

るで本物の春を感じさせる程の温かさの日も有りまし

た。冬の「サザンカ」から「ウメ」「フキノトウ」「タ

ンポポ」とその春をしっかりと受け止め、自然の営み

が確実に季節の中に息づいています。

2 月 9 日には雪になりました。写真記録を見ると早

咲きした「ユキヤナギ」のように見えますが、自宅の

庭にある「セージ」の上に降った本物の雪です。

 日本の四季は、暮らしの中に文化として位置づき由

緒ある行事が、脈々と生きています。四季の自然の変

化をこれからも「自然観察レポーター」として、自分

流にレポートしていこうと考えています。
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「すずめさん」 

12 月 場所：東立石 

名前：高橋 雅子さん 

「冬鶫」 

2 月 場所：新小岩 

名前：鷲田 秀和さん 

「べんじょこおろぎ＠マンション」 

12 月 場所：新小岩 

名前：鷲田 秀和さん 

「猫は店頭で丸くなる」 

12 月 場所：新小岩 

名前：鷲田 秀和さん 
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「オオタカ」 

12/1 場所：荒川河川敷 

名前：石鍋 壽一さん 

「セイタカシギ」 

1/2 場所：荒川河川敷 

名前：石鍋 壽一さん 

「オオキバナカタバミ」 

2/2 場所：荒川河川敷  

名前：石鍋 壽一さん 
「街路樹」 

12/31 場所：お花茶屋 

名前：Ｒさん 
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「梅」 

1/30 場所：白鳥 

名前：Ｒさん 

「野良イモ」 

12/8 場所：お花茶屋 

名前：ＲＹＵさん 

「コサギ」 

1/30 場所：白鳥 

名前：ＲＹＵさん 

「フキノトウ」 

2/21 場所：お花茶屋 

名前：ＲＹＵさん 
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「シラサギ」 

12/23 場所：曳舟川親水公園 

名前：江良 ヒデ子さん 

「トリの水遊び」 

12/23 場所：曳舟川親水公園 

名前：江良 ヒデ子さん 

「ツユクサ」 

12/23 場所：水戸街道 

名前：江良 ヒデ子さん 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

37 95
17 37 12ー33
2

30 65
5

13 49
1
70
1
29
1
71
2

120 133
25 20

16 35 13 29

計 4種類5個体 4種類69個体 2種類115個体

・

・

・

・

・

・

・

・

7

8

枯れ葉が魚に見える、そんな今年最後の調査でした。来年は根気強さを大切に調査と仕
事に取り組んでいきたいです。(E大AO)

今年最後にマハゼが取れて良かったです。来年からは体調に気をつけてできるだけ参加
したいと思います。(MO)

水位が高くて本流での調査に苦労する時は、ワンドで魚がとりやすい。両方いい時はな
いのか？（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

寒い季節で水位も高く、頼みのヌマチチブさえも僅かで採集には苦労した。量は少ない
ながら雨が降りグッズが濡れたが、年末なので干したり投網を修理する日程が取れそう
もない。
冬は魚も少ないが人も少ない。そのなかで大学1年と4年の女子2名が頑張った。気持ちだ
け見習いたい。
海に降りずに江戸川に居残ったマハゼが痩せていて、模様が似たカマツカと一瞬見間違
えた。冬は魚にも厳しい季節。ワンドの周りのヤナギ類などを伐採した。本流への連絡
通路を確保するためには更に伐採が必要だが、除去にも時間が掛かるためなかなか進ま
ない。(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて8種類189個体の魚類が採集されました。
曇りのち雨、気温11.4℃、水温 本流8.5℃、新八水路9.0℃、新八ワンド8.8℃（15時頃
測定）

水深がかなりあり、水に浸っていた陸上植物が、何かに食いちぎられていたのですが、
遠くにいたオオバンか、ソウギョか。気になるところです。
やっとアレチウリの姿が消えました。毎年のことながら霜が降りる頃まで発芽してくる
しぶとさには参ります。(KI)

ハ ス

メ ダ カ

ヌ マ チ チ ブ

マ ハ ゼ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り 257

259

備　　考2018/12/22

カ ダ ヤ シ 特定外来1

ギ ン ブ ナ

タイリクバラタナゴ

ニ ゴ イ

【今後の調査日】　2019年：1月26日（土）　2月10日（日）　3月23日（土）　4月21日
（日）

HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成
典】

2

3

4

5

6

25



調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1
32
23

37 109
20

16 37
1
52
9

14 52
2

57 62
8

62 108
63 2

11 32 17 20
1
55

計 5種類35個体 4種類93個体 1種類2個体

・

・

・

・

・

・

2

3

4

5

6

【今後の調査日】　2月10日（日）　3月23日（土）　4月21日（日）

HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成
典】

オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ 特定外来

ギ ン ブ ナ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り 258

260

備　　考2019/1/26

ア シ シ ロ ハ ゼ1

ヌ マ チ チ ブ

モ ツ ゴ

タイリクバラタナゴ

ハ ス7

9

新八水路が干上がり寸前だったので、小魚を助けるために水面を広げようと泥上げ作業
を実施。雨不足が引き金だが、土砂の堆積で水路が埋まってきたのが原因だ。なんとか
しないと！（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

極寒の季節に参加者が減るのは毎年のことだが、計測時の寒さは格別だった。しかし胸
まで川に入って複数の魚を捕らえた方々には深く敬意を表する。
春までは必要ないが、本流で大型魚を捕まえた際に現場で計測・記録し放流できるよう
に、半分のメンバーでも何かスケールを身に付けて戴けないだろうか? 現在4名実施中。
(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて9種類130個体の魚類が採集されました。
晴れ時々曇り、気温7.5℃、水温 本流6.2℃、新八水路8.1℃、新八ワンド8.3℃（15時頃
測定）

本流は、強風の中での調査になったので、風や波の影響が少なそうなポイントを狙って
網を打ちました。
今年は、本流の底に溜まって、網にくっついて始末に負えない有機物？が、多少すくな
い気がします。水が動いているのか？　(KI)

8 メ ダ カ
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1

45

9

37 71

1

30

2

48 50

1

15

8

65 131

4

51 67

1

141

1 53 7

21 16 30 18 24

計 8種類27個体 2種類54個体 1種類7個体

・

・

・

・

・

・

7

9

新八水路は薄い氷が張っていた。冬には珍しく水位が低かった。風が強く気温以上に寒
く厳しい条件での調査だった。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

前日に降った雪が夕方まで消えない極寒に、北風も終日吹きわたる厳しい採集環境と
なった。しかし、本流で採れた魚は8種類と多かった。これまでの2月の最大数かもしれ
ない。
新八水路では10㎜代のタイリクバラタナゴが採れたしメダカも痩せていた。雨が殆ど降
らず水位の変動が少ないために最奥部に水が溜孤立する状態が長かったから、小さな水
域では餌不足状態なのだろう。(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて9種類88個体の魚類が採集されました。

晴れ、気温6.8℃、水温 本流6.6℃、新八水路7.8℃、新八ワンド8.3℃（15時頃測定）

下流の航路跡で、去年生まれのサイズ（50mm程度）のアメリカナマズの死体を拾いまし
た。繁殖されると、網に絡まるわ手に刺さるわ、外来種のなかでも大変やっかいです。
(KI)
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【今後の調査日】　3月23日（土）　4月21日（日）

HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成
典】
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●
2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 キ ン ブ ナ ●

21 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 キ ン ギ ョ ●

24 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

26 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

27 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

28 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

29 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

32 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

33 ナ マ ズ ● ○

34 ク ル メ サ ヨ リ ● ○

35 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 メ ナ ダ ●

39 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○

40 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 シ マ イ サ キ ●

45 ヒ イ ラ ギ ● ○

46 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 チ チ ブ ● ○

48 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○

50 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） ○

54 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 ヒ ナ ハ ゼ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 40 30 23 18 19 28 16 20 28 12 12 26 15 15 33 14 16 28 12 16 30 19 21 28 10 17 25 11 12 35 13 14 31 11 12 29 11 10 31 10 9 5 4 1 8 2 1

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。
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自然環境係 電話５６５４－８２３７（直通） 

☆環境・緑化フェア２０１９が開催されます☆ 

日付   ６月９日（日） 

時間   午前１０時から午後４時まで 

場所   テクノプラザかつしか 

アクセス 電車でお越しの方 →「青砥」駅 徒歩 12 分 

   バスでお越しの方 →亀有駅～新小岩駅「テクノプラザかつしか」下車 

自然環境レポーターブースでは以前に有志に作成していただいたパネル展示とレポーターブースにパソコン

を設営し、写真やレポートをスライドショーにして展示する俄博士発表会を行います。 

別紙で当日のボランティア募集チラシを送付しますので、参加できる方はぜひお願いします！

他にも、環境緑化フェアでは企業による出展はもちろんのこと、「苗木の配布」や「まだまだ使えるもの展

示抽選会」、自然素材でつくる工作教室など楽しいイベントが盛りだくさん！おいしいパンや焼き菓子などお

いしい食べ物もたくさんあるので、ぜひご家族やお友達を誘ってお越しください。 

環境課からのお知らせ 
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「水辺のふるさとかつしか」第３０８号 
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「水辺のふるさとかつしか」の内容について、お間違い等お気づきの点があり

ましたらお知らせください。 


